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1. 平成27年3月期第1四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第1四半期 33,096 5.2 1,345 123.4 1,388 247.0 700 307.0
26年3月期第1四半期 31,468 14.2 602 △55.3 400 △66.2 172 △76.8

（注）包括利益 27年3月期第1四半期 168百万円 （△92.5％） 26年3月期第1四半期 2,228百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

27年3月期第1四半期 6.90 ―
26年3月期第1四半期 1.70 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

27年3月期第1四半期 148,598 110,848 74.0 1,083.83
26年3月期 149,732 111,299 73.7 1,088.15
（参考）自己資本 27年3月期第1四半期 109,897百万円 26年3月期 110,336百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無  

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 6.00 6.00 6.00 6.00 24.00
27年3月期 6.00
27年3月期（予想） 6.00 6.00 6.00 24.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 68,000 3.9 2,300 46.8 2,100 55.8 1,300 55.9 12.82
通期 140,000 5.0 6,500 47.3 6,000 34.8 3,700 118.2 36.49



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対す
る四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件等については、3ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する
説明」の[連結業績予想]をご覧ください。 
・決算補足説明資料は平成26年7月30日(水)に当社ホームページに掲載いたします。 
・当社は、平成26年7月31日(木)にアナリスト向け説明会を開催する予定です。この説明会で配布する決算説明資料については、開催後速やかに当社ホームペ
ージに掲載する予定です。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期1Q 123,072,776 株 26年3月期 123,072,776 株
② 期末自己株式数 27年3月期1Q 21,675,878 株 26年3月期 21,675,344 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期1Q 101,397,170 株 26年3月期1Q 101,400,406 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期の売上は、日本で消費税増税後の反動や、一部の新興国で景気減速の影響を受けたものの、欧州に

おいては緩やかな回復が続き、また、北米も住宅投資の回復を背景に伸長するなど、グローバルでは概ね堅調に推

移しました。加えて、為替が想定より円安に推移したことから、売上高は３３０億９千６百万円（前年同期比５％

増）となりました。

 利益面においては、新製品の積極的な拡販や総コストの低減などに努めた結果、営業利益１３億４千５百万円

（前年同期比１２３％増）、経常利益１３億８千８百万円（同２４７％増）、四半期純利益７億円（同３０７％

増）と改善しました。

 

［セグメント別状況］

①電動工具事業

 日本においては、住宅投資の減速や消費税増税後の反動による影響を受けましたが、新製品の高圧コンプレッサ

や完全互換性を有する高容量リチウムイオン電池搭載コードレス工具など当社のコアであり得意とする基盤製品を

積極的に拡販した結果、売上高は前年同期比２％の減少に留まりました。

 欧州地域においては、ロシアがウクライナ情勢や通貨安の影響を受け減速したものの、市場の大きい西欧が回復

基調で推移したことや、為替が円安に推移したことなどから、前年同期比９％の増加となりました。

 北米地域においては、市場シェアが高く当社の強みである空気工具を積極的に拡販したことや、ホームセンター

ルート向けのコードレス工具やコンボキットの拡販に努めたこと、さらには為替が円安に推移したことなどから、

前年同期比１０％の増加となりました。

 アジア、その他の地域においては、一部低迷が続く地域がありましたが、中東で販路の強化が奏功し大幅伸長し

たことやインド、豪州が好調を持続したことなどから、前年同期比８％の増加となりました。

 以上の結果、当事業の売上高は、３２２億６千３百万円（前年同期比６％増）となりました。営業利益について

は、新製品の積極拡販、販売物量の増加およびそれに伴う生産増による回収益増、原価低減をはじめとした総コス

トの低減などにより、１２億６千１百万円（前年同期比１３７％増）となりました。

②ライフサイエンス機器事業

 日本においては、更新需要の掘り起しや新製品のＰＲなどに積極的に取り組み、海外では、販路の強化などに努

めたものの、消費税増税後の反動の影響や海外市場での競争激化などから厳しい状況となりました。

 その結果、当事業の業績は、売上高は８億３千３百万円（前年同期比１４％減）となりましたが、営業利益につ

いては原価低減に努めたことなどにより８千４百万円（同２０％増）と改善しました。

 

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

 当第１四半期における総資産は、１，４８５億９千８百万円であり、前連結会計年度末と比べて１１億３千４百

万円の減少となりました。このうち、流動資産は１,２１７億５千７百万円であり９億８千１百万円減少しまし

た。これは主に、受取手形及び売掛金が減少したことなどによるものです。

 負債は、３７７億５千万円であり６億８千３百万円減少しました。これは主に、未払費用が減少したことなどに

よるものです。

 純資産は、１，１０８億４千８百万円であり４億５千１百万円減少しました。これは主に、為替換算調整勘定が

減少したことなどによるものです。

②キャッシュ・フローの状況

 営業活動によるキャッシュ・フローについては、売上債権の回収促進などにより１４億円の収入となりました。

 投資活動によるキャッシュ・フローについては、有形固定資産の取得による支出などにより６億４千６百万円の

支出となりました。

 財務活動によるキャッシュ・フローについては、短期借入金の増加などにより１億４千万円の収入となりまし

た。

 以上の結果により、現金及び現金同等物の当四半期末残高は、前連結会計年度末残高から６億７千３百万円増加

し、３２５億９千３百万円となりました。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 当面の経済環境をみますと、日本経済は、消費税増税後の反動の影響がやや残ると思われ、欧州においては、ウ

クライナ情勢の経済への影響が懸念されるものの欧州全体では緩やかな回復が見込まれます。北米経済は、引き続

き堅調な住宅投資とともに景気回復の持続が見込まれ、また、新興国は、一部景気の鈍化が予測される地域はある

ものの、全体としては緩やかに成長するものと思われます。

 このような状況下、当社グループは以下の施策によって業績の向上に努めてまいります。

 

［当社グループの施策］

 電動工具事業では、引き続き、日米欧の先進国および成長が見込める新興国での営業強化を図り、販売物量の拡

大をめざしてまいります。

 製品面では、基盤製品において、市場規模の大きな先進国向けを中心に、操作性と作業効率の向上や防水・防じ

ん・高耐久など堅牢性の強化を図ると同時に、省エネ・低騒音・低振動などのユーザーメリットを向上させた大型

新製品を継続的に投入してまいります。さらに、他社に先行している高容量リチウムイオン電池搭載製品について

は、電池の完全互換性、長寿命、多重安全保護回路など他社との競争優位性を積極的に訴求し「リチウムの日立」

のブランド確立を図ってまいります。また、競争優位な新製品の創出を支える研究開発を積極的に推進するととも

に、質の高い知的財産権ポートフォリオの構築を強化してまいります。加えて、世界で権威あるドイツiFデザイン

賞の受賞実績を糧に、魅力的な製品デザインを継続推進し、日立ブランドイメージのさらなる向上と新しい価値の

創造に努めてまいります。

 ライフサイエンス機器事業では、３月投入の新製品をはじめとした主力の超遠心機のさらなる拡販、海外販売ル

ートの強化などに努め、売上拡大を図ってまいります。また、事業規模の一段の拡大をめざし、着実に伸長してい

る材料系顧客のさらなる開拓および取引拡大にも積極的に取り組んでまいります。

 一方、収益に関しましては、物量の拡大とともに利益の源泉である新製品の継続投入および積極拡販、日立グル

―プで推進している総コスト低減活動、最適生産やサプライチェーンの見直し、業務効率の向上など、損益を意識

した取組みの強化をグローバル規模で実施することにより、高収益体質への転換をめざしてまいります。

 

［連結業績予想］

 第２四半期連結累計期間および通期の連結業績予想は、平成２６年４月２８日に「平成２６年３月期決算短信」

で公表しましたとおり、次のように見込んでおります。なお、第２四半期以降の為替レートは、１米ドル９８円、

１ユーロ１３０円を前提としております。

 

（単位：百万円）
 
  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

 平成２７年３月期

 第２四半期連結累計期間
 68,000 2,300 2,100 1,300

 平成２７年３月期

 通期
140,000 6,500 6,000 3,700
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金計算をすると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方

法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 18,318 19,401 

預け金 13,602 13,192 

受取手形及び売掛金 39,589 36,540 

たな卸資産 46,366 47,640 

繰延税金資産 2,766 2,787 

その他 3,213 3,333 

貸倒引当金 △1,116 △1,136 

流動資産合計 122,738 121,757 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 9,841 9,646 

機械装置及び運搬具（純額） 3,515 3,438 

土地 2,083 2,077 

その他（純額） 1,908 2,010 

有形固定資産合計 17,347 17,171 

無形固定資産    

のれん 4,175 4,114 

その他 1,698 1,803 

無形固定資産合計 5,873 5,917 

投資その他の資産    

投資有価証券 880 949 

繰延税金資産 2,216 2,146 

その他 678 658 

投資その他の資産合計 3,774 3,753 

固定資産合計 26,994 26,841 

資産合計 149,732 148,598 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 9,743 9,574 

短期借入金 10,753 11,315 

未払費用 8,187 7,357 

未払法人税等 836 789 

役員賞与引当金 33 9 

資産除去債務 27 183 

その他 3,158 3,301 

流動負債合計 32,737 32,528 

固定負債    

役員退職慰労引当金 230 190 

退職給付に係る負債 5,016 4,743 

資産除去債務 243 109 

その他 207 180 

固定負債合計 5,696 5,222 

負債合計 38,433 37,750 

純資産の部    

株主資本    

資本金 17,813 17,813 

資本剰余金 21,558 21,558 

利益剰余金 88,746 88,838 

自己株式 △13,638 △13,638 

株主資本合計 114,479 114,571 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 25 69 

為替換算調整勘定 △2,498 △3,151 

退職給付に係る調整累計額 △1,670 △1,592 

その他の包括利益累計額合計 △4,143 △4,674 

少数株主持分 963 951 

純資産合計 111,299 110,848 

負債純資産合計 149,732 148,598 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 31,468 33,096 

売上原価 20,922 21,199 

売上総利益 10,546 11,897 

販売費及び一般管理費 9,944 10,552 

営業利益 602 1,345 

営業外収益    

受取利息 60 64 

受取配当金 9 10 

不動産賃貸料 93 90 

その他 51 48 

営業外収益合計 213 212 

営業外費用    

支払利息 52 45 

為替差損 214 29 

固定資産除却損 49 7 

不動産賃貸費用 43 38 

その他 57 50 

営業外費用合計 415 169 

経常利益 400 1,388 

税金等調整前四半期純利益 400 1,388 

法人税等 203 671 

少数株主損益調整前四半期純利益 197 717 

少数株主利益 25 17 

四半期純利益 172 700 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 197 717 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 47 44 

為替換算調整勘定 1,861 △671 

退職給付に係る調整額 123 78 

その他の包括利益合計 2,031 △549 

四半期包括利益 2,228 168 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,167 169 

少数株主に係る四半期包括利益 61 △1 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 400 1,388 

減価償却費 780 648 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △94 △148 

受取利息及び受取配当金 △69 △74 

支払利息 52 45 

売上債権の増減額（△は増加） 924 2,581 

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,363 △1,933 

仕入債務の増減額（△は減少） 599 △86 

未払金の増減額（△は減少） △80 △278 

未払費用の増減額（△は減少） △845 △750 

その他 △1,096 747 

小計 1,934 2,140 

利息及び配当金の受取額 68 74 

利息の支払額 △52 △44 

法人税等の還付額 33 60 

法人税等の支払額 △606 △830 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,377 1,400 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

投資有価証券の売却による収入 2 － 

有形固定資産の取得による支出 △519 △461 

有形固定資産の売却による収入 5 － 

無形固定資産の取得による支出 △115 △202 

その他 △13 17 

投資活動によるキャッシュ・フロー △640 △646 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） △456 784 

配当金の支払額 △601 △605 

その他 △46 △39 

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,103 140 

現金及び現金同等物に係る換算差額 651 △221 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 285 673 

現金及び現金同等物の期首残高 29,026 31,920 

現金及び現金同等物の四半期末残高 29,311 32,593 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）
 
1. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

 

報告セグメント

調整額
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額
(百万円)
(注)

電動工具
(百万円)

ライフ
サイエンス

機器
(百万円)

小計
(百万円)

 売上高          

 (1) 外部顧客に対する売上高 30,501 967 31,468 ― 31,468

 (2) セグメント間の内部

   売上高又は振替高
― ― ― ― ―

計 30,501 967 31,468 ― 31,468

 セグメント利益 532 70 602 ― 602

(注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

2. 地域別売上高に関する情報

日本
（百万円）

アジア
(百万円)

ヨーロッパ
(百万円)

北アメリカ
(百万円)

その他
(百万円)

合計
(百万円)

10,440 2,721 10,004 6,333 1,970 31,468

(注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）
 
1. 報告セグメントごとの売上高及び利益の金額に関する情報

 

報告セグメント

調整額
(百万円)

四半期連結損益
計算書計上額
(百万円)
(注)

電動工具
(百万円)

ライフ
サイエンス

機器
(百万円)

小計
(百万円)

 売上高          

 (1) 外部顧客に対する売上高 32,263 833 33,096 ― 33,096

 (2) セグメント間の内部

   売上高又は振替高
― ― ― ― ―

計 32,263 833 33,096 ― 33,096

 セグメント利益 1,261 84 1,345 ― 1,345

(注)  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益であります。

 

2. 地域別売上高に関する情報

日本
（百万円）

アジア
(百万円)

ヨーロッパ
(百万円)

北アメリカ
(百万円)

その他
(百万円)

合計
(百万円)

10,250 2,966 10,913 6,953 2,014 33,096

(注)  売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
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